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              倫理委員会承認日：2025 年 12 月 16 日 

臨床研究へご協力のお願い 

当院では以下の研究を、亀井病院研究倫理委員会の承認ならびに理事長、病院長の許可のもと、「人を対象とす

る生命科学・医学系研究に関する倫理指針」を遵守して実施します。対象となる患者様から直接同意をいただく

代わりに、この情報公開をもってご同意いただいているものとします。当院に保管されている診療録の情報のみ

を使用するため、患者様への新たな負担は一切ありません。また、患者様の個人情報保護に関しては最善を尽く

します。 

本研究への協力を望まれない患者様は、下記の問い合わせ先までご連絡くださいますよう、お願いいたします。

申し出ていただいた場合も、診療などにおいて患者様に不利益が生じることはありませんので、ご安心ください。 

 

【承認番号】 

2025-013 

 

【研究課題名】 

長期留置型カテーテルの選択と治療経過 

 

【研究組織】 

社会医療法人尽心会 亀井病院 

 

【研究責任者】 

濱尾 巧 

 

【研究の対象となる方】 

2016 年 1 月から 2025 年 10 月の期間に当院で VA として長期留置型カテーテルを挿入し維持血液透析を行っ

た患者 

 

【研究期間】 

研究倫理委員会承認日 ～ 2026 年 12 月 

 

【研究の目的と方法】 

透析導入年齢の高齢化に伴う心血管イベントなどの合併症や長期透析による内シャント造設が困難な方がお

られ、そのような場合には上腕動脈表在化や長期留置型カテーテルをバスキュラーアクセス（VA：vascular access）

として用いことなります。長期留置型カテーテルの適応は、①自己血管内シャントおよび人工血管内シャント造

設不能例、②高度心不全症例、③四肢拘縮、認知症などによる穿刺困難例、透析中の事故抜針リスクの高い症例

など患者病態から本法が最も適切な VA と考えらえる症例、④小児の血液透析例などとされています。心負荷や

穿刺痛などがないことから患者自身の負担は少ないといわれる一方で、カテーテルトラブルによる合併症には注

意が必要です。特にカテーテル感染は、予後不良となる因子の一つとして挙げられます。今回の研究は当院にお
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ける長期留置型カテーテルの選択と治療経過について調査することを目的としています。 

 

【利用する診療録の情報】 

性別、年齢、透析歴、原疾患、既往歴、VA 造設年、VA 治療歴、治療内容、転帰、透析情報、画像情報データ 

 

【外部への情報の提供】 

該当いたしません。 

 

【問い合わせ先】 

社会医療法人尽心会 亀井病院 泌尿器科 濱尾 巧 

住所：徳島県徳島市八万町寺山 231 

電話：088-668-1177 


